
2023年度アルミ缶再生利用フロー
アルミ缶消費重量は31.5万トン。再生利用重量は30.7万トン（国内24.8万トン＋輸出5.9万トン）。
リサイクル率は海外輸出を入れて97.5％ CAN to CAN率は73.8％
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事業系回収重量
（廃棄物処理業者）

24.8万㌧
国内
再生利用重量
（二次合金

メーカー他）

5.9万㌧
海外
輸出重量
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消費重量31.5万㌧（209.7億缶） CAN to CAN18.3万㌧

注）1. 自主的集団回収重量の13.9万トンは差し引きの数値。
2. 2021年に実施した自治体アンケート調査により、自治体回収重量の14.3％は自治体主導集団回収分と推定。
3. 消費重量、国内再生利用重量、自治体回収重量、海外輸出重量以外の数値は推定値。
4. 全ての数値は組成率89.4％を反映した後の数値。
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家庭系
0.1万㌧

事業系
0.1万㌧

再生利用重量30.7万㌧

12.1万㌧
自治体回収重量

※3

13.9万㌧
自主的集団回収重量
(町内会、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、学校等)

※１

30.7万㌧
再生利用重量
（資源回収会社）

未把握重量
0.6万㌧
資源回収会社の外数




